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○大道寺 信委員長 順位1番、議席番号３番、

江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 お疲れさまでございます。 

 市長以下、関係課長に通告しております質問

をさせていただきますが、せんだって、13日を

もって山形ディスティネーションキャンペーン

が終了しました。３カ月間にわたったキャンペ

ーンでありましたが、その成果のほどはまた後

刻にさまざまな数字となって、県のほうの発表

も後刻されるということを伝え聞いております

が、市のほうもその辺のところは、今後、調査

等々してくださるものと思います。よろしくお

願いいたしますが、この本会議におきまして、

この決算の認定の案が議案に上程されているわ

けですけども、私はこの際に、25年度の成果報

告書をもとにしながら、27年、来年度に向けた

提案の意味を少し込めながら議論をさせていた

だこうと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 先日の会計監査報告の中で堀越代表監査委員

より、業際という言葉を使われながら、各課の

連携の必要性についての言及がございました。

私も以前より、さまざまにこの機会を捉えなが

ら、この課の連携ということの必要性を唱えて

きたわけですけれども、観光とか産業、そして

交流、移住、就労、そして、定住などをキーワ

ードにしたこの活性化策が行政の施策の中では

めじろ押しのときを迎えているわけです。ます

ますこの各課横断的な取り組みが必要とされて

いるものと考えるわけでありまして、それぞれ

各課の事業を見ましても、多くがリンクさせて

考えることができるわけです。歳出予算をより

効果的に執行しなければならないこの昨今であ

りますので、庁内整備の考え方を念頭に置きな

がら、来年度に向けた姿勢にも触れて、これか

らお伺いしたいと思います。 

 まず、大項目の１番でありますが、観光振興

と移住、定住の促進についてというところで、

各課連携の必要性を考えながら、質問をさせて

いただきます。 

 観光と産業施策とを明確に位置づけて、観光

振興計画の策定を行ったわけでありますが、観

光施策の高揚というのをぜひ移住、定住につな

げる取り組みとすることが大事だというふうに

思っていますが、この中で、まず、戦略的芸術

文化事業の成果とその生かし方をどう考えてる

かについては、文化生涯学習課長に伺います。 

 ３年前に始まりました、このぼくらの文楽と

いうのがあります。第１回目が終了した折、本

会議におきまして、私はこの若者たちの全国規

模のイベントへの支援をお願いをいたしました。

翌年から、戦略的芸術文化事業という広い意味

でのこの芸術活動の支援事業がスタートをした

わけです。当時の実行委員の方々からは、今後、

10回、このぼくらの文楽を開催する中にあって、

10年間で30人ほどの移住者を目指したいという

ふうな希望が語られておりました。戦略的と銘

打ったこの事業でありますので、当然、その成

果のもくろみは考えておられるのだろうという

質問も当時の課長、今も同じですけども、させ

ていただきました。担当課として、どのような

成果を事業主体者にリクエストをされておられ

るか、まず、お聞きしたいと思います。 

 また、事業費の支援にとどまらない、ほかの

事業との関連、連携というのをどのように図っ

て、この移住者増につなげようとしているのか

ということもあわせてお答えいただければと思

います。 

○大道寺 信委員長 齋藤理喜夫文化生涯学習課

長。 
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○齋藤理喜夫文化生涯学習課長 お答えいたしま

す。 

 ぼくらの文楽につきましては、古代の丘を中

心とする自然環境を生かしながら、若い人たち

の感性によって全国各地から誘客、アーティス

トを含めて招聘をするというふうな事業でござ

いまして、そのプロデュースの力、それから情

報の発信力、これについてはこれまでの長井市

にはある意味ではなかったものというふうに考

えてございます。芸術、あるいは文化活動によ

る地域活性化に対する先駆的な取り組みとして

評価をいたし、また、期待をしてるものでござ

います。 

 成果、あるいはリクエストについてでござい

ますが、主催者のほうでは10年間での移住者を

目標としておりますが、私としては、移住、定

住への直接的な成果というよりは、当面は、こ

の事業によって全国各地から若い人たちが集ま

ることを通しまして、地域住民、あるいは市内

の団体が文化や暮らしそのものを見直し、地域

活性化という共通の目標に取り組む、そういっ

たふうな基盤をつくってくれること、さらに、

それが長井市全体に波及をするというふうなこ

とを期待をしてございます。 

 これまでの取り組みによりまして、全国的に

も長井市、あるいは古代の丘、西根地区の認知

度は非常に高いものになったのではないかとい

うふうに考えておりますし、地区として一体と

なった取り組みというふうなものも生まれてい

るというふうに感じてございます。今後ともぼ

くらの文楽がいわば牽引車となりまして、芸術

文化によるまちの活性化が形となってくれるこ

とを期待しているものでございます。 

 ２点目の事業支援にとどまらずと、他の事業

との連携についてでございますが、特に昨年度

でありますが、縄文まつり、それから西根ナー

レと題した里の家美術館といったふうの形の地

域としての連携が図られております。さらに市

街地部分ではまちめぐり美術館、あるいは横丁

アートセッションというふうな形での活動が生

まれてございます。こういったふうな事業を通

しながら、文化協会が主催をしております長井

芸術祭なども含めて、市内全体の芸術文化によ

る活性化が図られるというふうなことを期待を

してございます。今後の展望としては、そうい

ったふうな連携を図る形で、芸術文化都市とし

ての実績を積み重ねていく方策を検討していき

たいというふうに考えてございます。 

 さらに、移住、定住との関連でございますが、

芸術文化サイドからの移住、定住を考える視点

としては、３つ、あるいは４つぐらいの点を考

えてございます。 

 まず１つは、創作意欲を駆り立てるような環

境、特に自然、あるいは歴史的な部分を含めて

かと思いますが、そういったふうな環境がある

というふうな場所においては、現地で制作をす

るというふうな、現地で創作活動を行うという

ふうな可能性があるのでないかというふうな点

が１点。 

 それから、今年度から着任をしております地

域おこし協力隊からのお話なんかを伺いますと、

現在、特に若手の芸術家においては、創作する

場所の確保、あるいは発表の機会を得るという

ことはなかなか難しいというふうな、容易では

ないというふうなお話を聞いております。こう

いった環境が整えられれば、滞在、あるいは、

こちらのほうに住むというふうな可能性もある

のでないかというふうな点。 

 それからもう一つは、地元の人、特にお年寄

りなどとの交流が人間的な深い共感を、与えと

いいますか、受けとめ、それがリピーター、あ

るいは定住といったものにつながる可能性があ

るというふうなことをこの間、感じてございま

す。 

 こういったふうなことを前提としながら、あ

るいは、メリットとしながら、これから長井市
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全体がアートのまちというふうなものになって、

長井市で制作をする、あるいは発表するという

ふうなことが芸術家、作家としてのステップ、

あるいはステータスになるような基盤をつくり

ながら、さらに地元の人との共感をベースとし

て、滞在しながら創作活動を行うと。さらに定

住へとつながるような方向性を求めていく必要

があると。求めていきたいというふうに考えて

ございます。 

○大道寺 信委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ありがとうございました。 

 この戦略的芸術文化事業ですが、これは予算

100万円ということでありましたけども、これ

は上限が100万円ということであって、いつも

いつも満額ということではないだろうなという

ふうな思いはあるんですけども、２点伺います。 

 これは、事業費の見積書の提出とかを受けた

上で、この補助を決定されているのかというこ

とと、もう一つ、例えば、今、まちめぐり美術

館との連携とかいうこともおっしゃいましたけ

ども、これは企画調整課のほうでの心のまちづ

くり基金での助成ということなわけですけども、

そうしますと、この戦略的というふうな言葉の

意味合いというのが、意味合いというか、意味

がまだぴんとこないのですが、あえて戦略的と

いうふうに銘打ってるところの深いところの意

味というのはどんなふうにイメージしたらいい

のか、少し教えていただければと思います。 

○大道寺 信委員長 齋藤理喜夫文化生涯学習課

長。 

○齋藤理喜夫文化生涯学習課長 お答えいたしま

す。 

 補助額の決定につきましては、事業計画書を

出していただいて、それを確認をしながら事業

費のほうを決定、補助金のほうを決定してると

いうふうな手続をとってございます。 

 それから、戦略的という、意味合いといいま

すか、についてでございますが、長井市の文化

活動の推進、外に対するアピールの度合いとい

ったふうなものも含めて、そこの牽引事業とな

るだろうというふうなものを期待したいという

ふうなことで戦略的というふうな名称を使わせ

ていただいております。文化活動、あるいは芸

術活動というのは、かなり幅が広い分野があり

ます。音楽から、あるいは生け花、あるいは小

学校等まで含めてあるわけなんですが、そうい

ったふうな多様な種類の中で、長井市として今

後に展開できる誘客、それから移住、定住等も

含めての戦略として重要と考えられるものを支

援をしていきたいというふうなことで、この名

称を使ったところでございます。 

○大道寺 信委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 まだちょっとそんなにし

っくり私は理解はできないんですが、結局、最

終的には、移住、定住にまでこれがつながれば、

よりベターだと、ベストな状況だというふうな

こととして理解をするわけですけども、先ほど

おっしゃった創作意欲を駆り立てるような環境

であるとか、若手のそういった創作活動をして

らっしゃる方は、創作する現場とか、あるいは

発表する場がないという現状もよく理解できま

す。私もそうでありましたし、私の仲間も、あ

るいは私の後輩たちもそういう状況があります

が、ただ、こういった創作活動をしている方は、

その場所にいなければいけないという必然性は

ないのです。自分が創作して都合がいいところ

というのは全国各地にあるもんですから、その

全国の方々と触れ合った土地、人と触れ合った

場所にまずはきっかけとして行くんですが、そ

こにずっといる保証はないということもぜひご

理解していただきたいんです。地域があって創

作活動があるのではなくて、本来的には、創作

意欲というのは、現場がなくても、全国、ある

いは全世界どこでも創作活動ができるというふ

うなスタンスで大体物づくりの方、芸術家の方

はいらっしゃるものですから、その方が来たか
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ら安泰だということはないということもぜひご

理解していただければなと思いますが、このぼ

くらの文楽以外にも、今、課長のほうがおっし

ゃられたように、横丁アートであるとか、何で

したっけ、まちめぐり美術館であるとか、最近

は、昨年から西根ナーレという新しい取り組み

もスタートしました。ここの長井にいろんな

方々がアートを楽しみに、創作家と触れ合いを

楽しみに長井に来てくださってる方はたくさん、

多くなっているような印象は受けますが、この

訪れた方々に対して、ガイドといいましょうか、

長井を案内してくださったり、長井のいいとこ

ろを本当にＰＲしてくださるような方々がいら

っしゃるわけです。黒獅子の里案内人という

方々でありますけども、この方々も多分、いつ

かは長井にもっと足を運んで、長井に住んでく

ださいねなんていうことも一生懸命ＰＲされて

いるのかなと思うわけでありますが、そういっ

た方々の言葉一つ一つが長井への定住を、移住

を促すきっかけにもなろうというふうに考えて

いるわけですが、ここで観光ガイド事業の具体

的な進展策をどのように考えてるかということ

をまず観光振興課長に伺いたいと思います。 

 歳出予算の具体的なこの使途ですが、10万円

という額が２つ並んでおったりしますけども、

ちょっともう少し具体的にこの予算の使途につ

いて教えていただければと思います。 

 また、この長井市のことをよく知るこのガイ

ドさんの皆さん方から実際、来訪者の方々と触

れ合った結果、どのような反応があったのかと

か、あとは、どういう観光客の方々からのリク

エストがあったのかということも多分聴取され

ていると思いますが、その辺のこともぜひ披瀝

しながら、お答えいただければと思います。 

○大道寺 信委員長 鈴木広弥観光振興課長。 

○鈴木広弥観光振興課長 観光ガイドにつきまし

ては、観光ボランティアガイド、「ながい黒獅

子の里案内人」の会にお願いして実施しており

ます。ガイドの内容につきましては、４月のさ

くら回廊に始まりまして、５月の白つつじまつ

り、それから黒獅子まつり、それから、６月か

ら７月にかけてのあやめまつり、それぞれのイ

ベント等で案内していただいております。 

 あと、近年はこれに加えて、まち歩きのガイ

ドも務めていただいております。まち歩きのほ

うのガイドは主に２つありまして、１つは駅か

らハイキング、２つ目はおさんぽ定期便でござ

います。駅からハイキングは、ＪＲ東日本の日

帰りのハイキングのイベントでございます。駅

からハイキングのほうですけれども、気軽に参

加できまして、駅長のお勧めのポイントを味わ

いながら、とっておきのハイキングコースを歩

くというふうなやつでございます。 

 ２つ目のおさんぽ定期便につきましては、こ

れはながい黒獅子の里案内人の独自企画でござ

いまして、去年からスタートしております。 

 駅からハイキングにつきましても、おさんぽ

定期便にしましても、従前ですと、日曜日１日

イベントをしてというふうなことが多かったわ

けですけども、去年からは、１週間から２週間

ほどの期間を設定しまして、継続的にこれをや

ろうというふうなことでやっております。１回

でたくさんの人を集めるよりも、長期間にわた

って開催していったほうがまちの活性化により

役立つだろうという判断からでございます。 

 観光客の皆さんからは、ガイドの方に対して

礼状が届くケースも非常に多くございまして、

お客様が満足して帰っていらっしゃるんだなと

いうふうなこと、それから、当方のガイドさん

のレベルが非常に高い状態にあるんだなという

のがわかります。 

 ガイドの実績につきましては、平成22年に最

高でございまして、年間7,002人でございまし

た。その後、大震災で激減しまして、平成23年

に4,088人、それから24年に4,789人、去年の平

成25年は5,172人と回復基調にはあるんですけ
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れども、震災前のレベルには達しておらないと

いうふうな状況でございます。 

 ながい黒獅子の里案内人の会に対しては、ガ

イドしていただいた謝礼としてお金を支出して

おるわけでございますけれども、会ではこれを

山形日和のＴシャツを買ったり、あるいはのぼ

りを買ったりと、それから、ボランティア保険

の保険料の支出、それから、ガイド時の昼食代

などに充てて支出しております。 

 ガイドの皆さんの声としましては、ことしの

２月にかわと道の駅の整備に関する提案をいた

だいております。かわと道の駅に黒獅子を展示

してはどうかというふうなこと。それから、馬

肉の食文化について経緯を表示したらどうかと

いうふうなこと。それから、川沿いの小道を整

備したらいいんじゃないかというふうなこと。

それから、かわと道の駅には案内できる人が駐

在して、おしゃべりなどが楽しめるコミュニケ

ーションの場が必要であるというふうなご提言

などをいただいております。 

 今後の方向性につきましては、まち歩きに今

後も力を入れて、町なかに観光客の皆さんに歩

いていただいて、商店街に何がしかのお金が落

ちて、まちの活性化につながっていけばという

ふうなことを考えております。 

 また、ことしはまち歩きのお客様がふえた関

係で、ガイドの皆さんの負担がふえております。

そこで、ガイドの方の数を何とかふやしまして、

１人当たりの負担を何とか減らせないかなとい

うふうなことも今後の対策として考えなきゃい

けないだろうというふうなことも考えておりま

す。 

 いずれにしましても、観光振興が即定住とい

うふうにつながることはないわけですけれども、

長井のまちを知っていただいて、長井に好印象

を持っていただくことが定住の第一歩となるわ

けでございますので、長期的視野で見ますと、

定住促進の第一歩というふうなことにつながる

かと思いますので、その辺を向けて頑張ってい

きたいと思っているところでございます。 

○大道寺 信委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ありがとうございます。 

 町なかガイド謝礼10万円の支出がございます

が、これ10万円という額はどこから出てきたも

のなのか、ちょっとお尋ねしたいんですが。 

 それから、今、新しいガイドさんの養成が必

要であると。将来的には、現在の数と、あとは、

特に28年、観光交流センターがオープンすれば、

まだまだその需要というのはふえてくるんだろ

うと思いますが、何人ぐらいをめどに、どんな

ふうな手だてでガイド養成をされるか、お考え、

今、お持ちであれば、ぜひお聞かせください。 

○大道寺 信委員長 鈴木広弥観光振興課長。 

○鈴木広弥観光振興課長 具体的な数字と言われ

ますと、ちょっと私の口からはあれなんですが、

ただ、去年あたりからガイドの募集をしており

まして、去年までは20人ほどが会員だったんで

すが、10人ほどふえまして、30人弱ぐらいに会

員がちょっと今回、ふえております。こういっ

た方々の力を得てやっていきたいと思っており

ますけども、ただ、新しく入った方はまだ実践

経験が不足しているもんですから、そういった

方々の養成というのが大事になってくるかなと

思っております。 

 あと、10万円の経過でございますが、多分最

初に切りのいい数字、10ということでなっただ

けかなと。その後、ずっと据え置きで10という

ことで、これまで来てるのかなと思っておりま

す。 

 ガイドの皆さんからは、そもそもがボランテ

ィア活動というのがそもそもその精神でやって

らっしゃるもんですから、それを上げてくれと

いうのは、特にそれはないと思ってます。ただ、

今後、活動がいろいろ多角化して多くなってき

ますので、助成金についてはこちらのほうで逆

に配慮が必要になってくるのかなということを
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考えておりますけども、現段階はこのままでし

ばらく行きたいと思っております。 

○大道寺 信委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ちょっと教えてください。 

 ガイドさんが身につけてらっしゃるはっぴで

あるとか、特にさくら回廊のときは、はなさか

じいさんのような、ああいったコスチュームと

いうのはどこから出てるんでしたっけ。 

○大道寺 信委員長 鈴木広弥観光振興課長。 

○鈴木広弥観光振興課長 基本的に、そういった

やつにつきましては会で支出しております。会

のお金を使って、個人出費はないようにして支

出しております。今回、山形日和のＴシャツを

購入しますけれども、それも会員全員にそれを

配付して、それを着用して案内していただくと

いうふうなことでやっております。 

○大道寺 信委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ということは、毎年お支

払いしてるガイドの謝礼10万円、ここから支出

されてるということですか。 

○大道寺 信委員長 鈴木広弥観光振興課長。 

○鈴木広弥観光振興課長 ガイドさんの皆さんに

つきましては、いろんな市からの収益のほか、

観光のガイドをしていただいたときの収益もご

ざいます。それらを会の収入源として、それを

してると。ボランティアガイドの人が収益を得

るというのは、ガイドが収入をもらうというの

はちょっとおかしいようですけども、案内した

とき、個人客からお金をもらうということは原

則ないんですけれども、エージェントの方を案

内する方がございます。ひどいエージェントの

方ですと、ボランティアガイドに皆、案内をさ

せて、観光収入はばっちりもらうということを

企画する場合もあるわけですけども、一応当方

としましては、１時間当たり1,000円とか、例

えばそういった些少の額ですけれども、そうい

った額を設定して、２時間、今回したら、例え

ば2,000円の代金をエージェントの方に支払っ

ていただくというふうなことで、若干ですが、

そういった収入もございます。そういったトー

タルの収入をもとに、会の活動をいろいろ、さ

まざまやっていくということになっております。 

○大道寺 信委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 わかりました。 

 そうしますと、いずれにしても、案内人の

方々がみずからいろんなものを、そういったも

のを、お金を原資が積み立て、積み立てという

か、ストックされたものから自分たちが購入し

てコスチューム等々をつくってるということと

理解するわけですが、そうしますと、やっぱり

このガイドの方々、だんだん数がふえてきてい

るということもお聞きしますと、地域の中では

本当になくてはならない方々になってくること

は、これは必至でありましょうし、そうします

と、より効果的に旅行者の方々によりよいガイ

ドをしていただくためには、さまざまな経費も

かかると思いますが、ぜひその辺はガイドさん

の方々と相談もされながら、目的は観光客の

方々に喜んでいただけるガイド養成ということ

でありましょうから、それに係る経費というの

ももう少し、何か紋切り型の10万円、毎年毎年

なんていうことではなくて、必要に応じて、そ

このところは予算措置もしていただければと思

うわけです。これは結局、交流人口がふえて、

リピーターもふえて、そして、まちの方々と親

しくなる旅行者の方もふえてくることになって

きますと、やがて、やっぱり私はこだわるよう

ですが、こちらに移住してもらいたいというの

が私の大きな希望でもあるんですが、そこで、

この定住、移住というのをより促進させるため

に実施している事業が企画調整課のほうにはあ

るわけですけれども、このふるさと交流定住事

業の今後の計画をどう描くのかというところに

ついて企画調整課長にお伺いしますが、現在、

この長井市の移住、定住の体験ハウスというの

がございますが、この利用者はどのような方々
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であるのか。あとは、その方々からどのような

感想が述べられているかということですね。ま

ず、そこについてちょっと伺いたいと思います。 

○大道寺 信委員長 谷澤秀一企画調整課長。 

○谷澤秀一企画調整課長 長井市の移住、定住の

体験ハウスですが、まず、目的としては、長井

での生活を実際に体験していただこうと、田舎

暮らしを体験していただくということでござい

ます。 

 実績としては、25年度、７組25名の利用があ

りまして、今年度はこれまで６組22名、さらに

９月以降には２組４名の予約が入っております。 

 そこでいただいた感想ですが、知らない土地

に移住することにはすごく強い決心が要ること

なので、実際に体験できるというのは非常によ

いということ。あと、自然に恵まれている土地

であるが、都市機能も十分ある地域というふう

に感じたと。あと、身近に住民の方と触れ合い

ができるような機会があればもっとよいという

ふうなことなどをいただいてます。 

 その中で移住希望者というのが実際出てきて

おりまして、ことしの１月でしたが、東京で移

住交流イベントをしたときに、長井のほうへ移

住したいという具体的な相談がございました。

神奈川県の家族でございますが、お子様もいら

っしゃいます。実際にことしの８月に４泊５日

でこの体験ハウスを活用されまして、その際に

市内の保育施設であるとか小学校の教育環境な

どを見学されて、さらに、ちょうど水まつりの

イベントの時期でしたので、そういうイベント

なども体験されてまいりました。自然に囲まれ

た環境で、子供を伸び伸びと育てるのに適して

いると。あるいは、移住後の生活などもイメー

ジすることができて、長井へ移住する考えがよ

り強まったというふうな感想などもいただいて

おります。 

○大道寺 信委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ありがとうございます。 

 ぼくらの文楽の第１回目のとき、２回目でし

たっけ、市のほうで職員が来場者に対してアン

ケートをお願いしていたということがありまし

たけども、その成果とは言えないかもしれませ

んけども、長井が移住者獲得に向けてさまざま、

触手を伸ばしている中にあって、少し成果が見

え始めたということと考えます。大変うれしい

ことであるなと思いますが、昨年、定住に向け

たこの冊子「ごんざい」というのをつくりまし

た。低予算だったということは承知しておりま

すが、500部、これをつくられて、定住に向け

た、定住の希望がある方、あるいは、定住をそ

そるというふうな意味合いも持って、いろいろ

な各方面に配布したんだと思いますが、どんな

ところにこの「ごんざい」という冊子を配られ

たのか、少しお聞きしたいと思うんです。 

 これから、この「ごんざい」という冊子をま

だ増刷、頒布する考えがおありなのか、その辺

もあわせてちょっとお答えください。 

○大道寺 信委員長 谷澤秀一企画調整課長。 

○谷澤秀一企画調整課長 昨年つくりました「ご

んざい」の冊子ですが、「ごんざい2014」とい

うふうに題してまして500部、当初つくりまし

た。 

 頒布の状況としては、体験ハウスにまず入っ

てくれた方、あと、東京の関係先ということで、

東京事務所であるとか、あと、ふるさと回帰支

援センターというところなどありまして、そち

らへ置いております。それから、長井へ転入し

てこられた方、長井の人と暮らしの手引という

ふうな意味合いもあって、転入者にもお配りし

てます。それから、重要事業の要望をしている

ときに、長井市の紹介というふうなことで一緒

に配らせていただいております。 

 非常に好評なもんですから、残りがわずかと

なってまいりまして、ほかの事業、具体的には

雇用創造協議会のほうと連携しまして、700部

増刷いたしました。雇用創造協議会のほうでは、
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商品開発を行ったときに、売り込み用として、

その長井のＰＲ冊子として、それを使っていく

ということに考えられております。 

 今後、首都圏でのそういった移住交流のイベ

ントなども予定ありますので、そういったとこ

ろで配布して反応を見たいなというふうに思っ

ております。 

○大道寺 信委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ありがとうございます。 

 成果報告書の中、12ページですけども、改善

策というところですね。移住コンシェルジュと

いう言葉が出てきました。ちょっと舌をかみそ

うなんでありますが、これには、訪れる方に地

域の歴史や文化、食などを細やかに案内する移

住コンシェルジュの育成が求められるというふ

うな課題ですね、が述べられておりますが、移

住コンシェルジュというのは具体的にどういう

ふうにイメージをすればよろしいのですか。 

○大道寺 信委員長 谷澤秀一企画調整課長。 

○谷澤秀一企画調整課長 先ほど、体験ハウスを

利用された方からの感想にもあったんですが、

この長井市を知るために、やっぱり地域の人と

少し話をしていきたい。あるいは、この長井市

に住むというふうに考えたときに、その居住で

あるとか仕事をどうするかとか、あるいは教育

とか、そういったさまざまなものに対して総合

的に案内をしていただけるような仕組みがあれ

ばいいなというふうな話などもあります。コン

シェルジュという片仮名の言葉よりも、総合案

内人みたいな感じで捉えていただければいいか

なと思ってます。この長井の歴史とか文化、あ

るいは郷土料理であるとか、そういったことを

案内していただく。あるいは、その居住、仕事、

教育、環境、そういったところを案内していた

だけるような方、これを今後、ぜひ設置に向け

て検討したいなというふうに思っておるところ

です。 

○大道寺 信委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 それ、ワンストップの窓

口というか、いつも求められてることではあり

ますので、そこのところは大事な部分だと思い

ますが、先ほど申し上げた黒獅子の里案内人の

方々の中にも、多分そういったことにたけた方

がいらっしゃるのかなというふうにも思えたり

するわけです。外部からの人ということではも

ちろんないんでありましょうが、地域で頑張っ

ておられる案内人の方々のキャラクターなども

十分生かせるのかなというふうな気もしますの

で、その辺は今後、観光振興のほうとも検討し

ていただければというふうに思います。 

 先ほど、東京事務所のほうにも「ごんざい」

の冊子を置いて、広く首都圏の方々にも長井の

よさを知ってもらおうということの取り組みを

されてるというふうに伺ったわけですが、この

シティプロモーション事業を展開しています東

京事務所の関連で、ちょっと市長のほうにお聞

きしたいと思いますが、長井のふるさと親善大

使事業がありますけども、これ企画調整課長で

もいいんですが、目指すものとしては、このと

ころは首都圏中心としたネットワークの構築と

いうことであるんだろうと思います。その先に

あるというものは、交流人口の増大ということ

とともに、もちろん地域経済の活性化もあるん

でありますが、やっぱり移住、定住者の増加で

あってほしいと私は思っているんですけども、

そのためのＰＲを大使の方々に一生懸命しても

らってるというふうに私は理解をするものであ

りますが、さまざま大使の方々からは、長井へ

の市政全般に対するアイデアを述べていただい

たり、さまざまな形での提言をしていただいて

るのかなというふうな思いもありますが、この

大使の方々から長井にどんなふうな要望という

か、進言があるのか、あったのか。あれば、少

し例なども挙げてちょっとお示ししていただけ

ればと思いますが、これ市長でよろしいですか。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 
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○内谷重治市長 お答えいたします。 

 ふるさとしあわせ応援大使を設置させていた

だいて３年目なわけでございますが、目的とい

うのはいろいろございまして、特に一番大きい

目的というのは、企業誘致等々で、なかなかそ

の情報を入手できなかったと。あるいは、首都

圏、あるいは中京、関西圏で活躍されてる方か

らさまざまな企業の情報なり、あるいは、培わ

れていらっしゃる人脈を通じて、長井に対し、

さまざまなご協力をいただきたいということが

まず第１点でございます。 

 それから、大部分の方は長井出身であります

ので、外から見た長井の生かし方ということで

のいろいろアドバイスを頂戴したいと。移住、

定住というところの部分は当初は余り期待して

おりませんでした。 

 あと、３点目の部分については、地域のさま

ざまな農産、特産物、食品加工等々、こういっ

たものを有利に販売するためのそういったとこ

ろのご紹介なり、あるいは、直接勧めていただ

いたりと、そういったことで考えておりました

が、やはりなかなか電話とか、あるいはメール

等々でのやりとりだけでは円滑に進まないとい

うことで、年１回お越しいただいたり、こちら

から年１回ということで、２回程度でした、去

年、おととしまでは。それが、ことしからは東

京事務所を開設したことによりまして、しかも、

シティプロモーション事業ということで、シテ

ィマネジャーとコーディネーターの方を通じて、

さらに頻繁に、あるいは、テーマごとに分かれ

ていただいて具体的なご提言をいただくという

ことを期待しております。 

 江口委員からは、具体的な何かございました

かということですが、例えば中京、名古屋のほ

う、愛知県の方もお二人いらっしゃいますが、

それは地元企業の受注拡大であったり、あるい

は、企業誘致というところまではなかなか結び

つかないわけですが、そういったところの有益

な情報を定期的にいただいております。 

 それと、この間の７月31日の東京事務所開設

の際、１時間半ほどいろいろ懇談をしたんです

が、その際いただいたものとしては、例えば長

井の中小・零細企業ではありますが、基盤技術

を持った企業がたくさん集積されてると。そこ

と大田区の日本一集積された中小企業のここを

結ぶための、この間も講演をしていただきまし

たが、下町のボブスレーというプロジェクトが

ありますけども、それを生かすには、ぜひ県の

ほうに長井市が働きかけて、冬季オリンピック

を山形に誘致したらいいんじゃないかと。それ

は山形だけでだめだとしたら、仙台含めた、そ

ういったことをすることによってボブスレーと

いうのは生きてくるし、それを長井でつくるこ

ともできるんじゃないかというようなご提言と

か、あるいは、長井の売り込みの仕方ですね。

ＰＲというのはどこの市町村、1,800の自治体

が全部やってるわけですから、その中でいかに

勝ち抜くか、いかに注目を浴びるかというのは

かなり難しいぞと。それに対しての具体的なこ

ういうやり方がいい、ああいうやり方がいいっ

て、それぞれのプロの方がいらっしゃるわけで

すから、そういったご提言。あとは、例えば、

東京の観光バスがかなりあるんですけど、バス

のほうにはいろいろそういった仕事の関係でい

ろんなネットワーク持ってると。その中で、あ

やめの時期だけでもいいから、例えば１カ月、

ラッピングバスとか、場合によっては１年通じ

てラッピングバスみたいな、長井ということで

やると、これすごいＰＲですよと。そういった

ことをやったらいいんじゃないかとか、具体的

なことをいただいておりますが、そういったこ

とをこれから詰める、ようやく段階に来たとい

うふうに思っております。 

○大道寺 信委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 いろいろなアイデア等々

を言っていただくのは非常にありがたいことで
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ありますが、それを実施できるか。財政のこと

もいろいろありますので、より効果的な策を選

ばなければいけないわけですけども、事業評価、

成果報告書の中に、12ページですね、今おっし

ゃってくださったふるさと親善大使事業の一番

下のほうなんですが、さまざま市が抱えている

課題に対して、大使の方々もいろんな提言をし

てくださってるということは十分わかりますが、

この取り組み、今後、具体的に、より効果的な

取り組みを行うための庁内の体制整備が求めら

れるというふうな課題に言及されておりますが、

そこについてちょっと市長に最後にお伺いした

いわけですけども、どういうふうにこれ、以前

から各課横断的に事業に取り組んで成果を効果

的に上げなきゃいけないということは、課題と

してこれあるわけですけども、どんなふうなイ

メージでこれ、あれですか、庁内整備をされる

というか、したいというふうに思ってらっしゃ

るのか。ご所見あれば、お伺いしたいと思いま

す。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 代表監査からもご指摘いただき

ました業際という部分については、私ども、行

革を経験してきましたので、例えば予算的に、

国の省庁みたいにダブると、同じような予算を

農林で持っておったり、企画で持っておったり、

観光で持っておったりと、こういったことはあ

りません。これ全部、財政課のほうで調整しま

すので、そういった部分はないと。ただし、や

っぱり代表監査が、監査委員の方がおっしゃる

ように、例えば、これあんまり例を挙げると悪

いのかもしれませんけども、子育て支援なんか

は非常に難しいと。これ何が難しいかというと、

物理的に難しいんですね。教育委員会が清水町

にあって、そして、健康課がままの上の保健セ

ンターにあって、そして福祉と市民課が、そし

て、子育て支援課が本庁にあってということで、

プロジェクトチームでやっぱりやってるわけな

んですね。これは定住なんかも、移住、定住も

そうです。プロジェクトのチームのリーダーが、

主管課がそれをやっていくわけなんですが、や

っぱり一つ一つのテーマでプロジェクトをつく

り過ぎますと、もう混乱すると。１人で、課長

が全部するわけじゃなくて、やっぱり担当の係

長とか主査とかがやるわけですね、リーダーが

補佐になる場合もあるんでしょうけども。そう

いったところの部分でなかなか調整し切れない

部分というのは多分にありまして、ここは以前

から議会のほうにもお願いしております、やっ

ぱり組織機構の改革を考えていかなきゃいけな

いんじゃないかと。少なくとも１つか２カ所ぐ

らいの庁舎ですと、よっぽどいいんですが、も

う７カ所に分かれてしまってますんで、これを

何とかカバーする意味でも、苦しいんですが、

そういったところで、機構改革である程度こう

いった不都合な部分を少なくしていこうという

ことをまず考えております。 

 あとは、やっぱりプロジェクトをつくってい

くしかないんだろうというふうに思います。以

上であります。 

○大道寺 信委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 きょうの私の質問は、も

う観光に絡めながら、移住、定住というところ

までを捉えた全体的な流れにさせていただいた

わけですけども、28年からスタートする観光プ

ラットホーム、正式にいうと何でしたっけ、観

光何とかプラットホームでしたよね。観光プラ

ットホームでいいんですか。その辺をやっぱり

きちっと構築するためにも、庁内整備はぜひ必

要だとは思います。 

 例えば、先ほどから申し上げてるように、観

光振興課が所管している案内人の方々を活用し

て、企画調整課が持っている事業とダブらせる、

つなげていくなんていうときには、じゃあ、誰

がそれを上からコーディネートしながら、しっ

かりその成果も考えた事業執行をするかという
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ところですね。監督してなきゃいけないわけで

すよね。各課ばらばらに成果報告が上がってく

るということは議会としても多分望んでないと

思うので、まとまった成果として、こういうふ

うなことが上がりましたということは、これは

各課ばらばらでなくて、もうちょっと、プロジ

ェクトになるかどうかわかりませんけども、そ

ういったことをイメージしながら、ぜひ組織の

改革まで、なるべく時間を置かずにこれは取り

組んでいかなければいけない課題だろうなと思

いますので、期待を申し上げておきます。 

 時間もなくなってきましたが、２番目のこの

命のバトン事業について最後に質問させていた

だきます。 

 救急医療情報キット、この配布事業というの

は、居宅内においての非常時にどう対応するか

ということだと思うんですが、これは高齢化の

進展によりまして、大体元気でこれからうちの

中でも外でも過ごされる方が多くなってくるこ

とが十分想定される中にありましては、外でも

しご高齢の方が何かあったときに、どう対応す

るかということも十分考えておかなければいけ

ないわけです。今、やってらっしゃる命のバト

ン事業の実態というのをぜひ健康課長にまずお

伺いしてから、それから、外出時における対応

についても考えておられることがあれば、ぜひ

お聞きしたいと思います。お願いします。 

○大道寺 信委員長 梅津明夫健康課長。 

○梅津明夫健康課長 お答えいたします。 

 命のバトン事業の実態についてということで

ございますが、これについては、先ほどお話し

いただいたように、救急医療の情報を入れたキ

ットを配布するという事業ということで、個人

の医療情報や緊急連絡先などを記載した用紙を

ボトルに入れて冷蔵庫内に置いていただいて、

冷蔵庫の扉にその存在を示すマグネットシール

を張っていただくことで、非常時の対応ができ

るようにするというものでございます。現実は

こういうもので、こちらに事業を示すシールが

張ってありまして、あと、名前を記入する場所、

それから、中に先ほど申し上げた情報を記入し

た用紙を入れておいていただくというふうなこ

とです。冷蔵庫のほうには、中にこのバトンを

入れてますよというふうなことを示すマグネッ

トシールを実際に張っていただくというふうな

ものになっております。 

 平成23年度から65歳以上の単身世帯や65歳以

上の方だけの世帯に、民生委員の方のご協力を

いただいて配布を始めたものです。それで、昨

年度からは、日中に家族が出かけてしまって、

お一人になるというふうな方、75歳以上の方に

ついては、希望される方に新たに配布をすると

いうふうなことで始めております。 

 配布済みの累計につきましては、９月のもう

最新の時点でございますが、2,075世帯、人数

的には3,382人というふうになっております。 

 救急搬送の際の情報活用の実績が、消防署さ

んのほうから実績報告があるんですが、平成25

年度で配布済みの、この持ってる方を対象とし

た救急搬送は84件あったそうです。そのうち、

この中身を参照したものが18件というふうなこ

とで報告をいただいているところです。 

 活用件数が少ないというふうに思われるかも

しれませんけども、活用されなかった事例とし

ては、本人とか家族からの聞き取りが可能であ

ったことによるものがほとんどということであ

ります。ただ、やはりその中には、バトンその

ものが冷蔵庫になかったりと、置いてなかった

とか、あるいは、少し情報が古くなってしまっ

ていて、ちょっと活用ができなかったという事

例も数件あったというふうなことで、今後はそ

の情報の更新作業とか設置場所の確認の点検と

いうものが必要とされているようでございます。

先ほど申し上げた民生委員の方にもご協力をい

ただきながら、そういった点も進めていきたい

というふうに考えております。 
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 委員おっしゃるように、家庭やうちの外回り

ぐらいにいらっしゃるときはこれを活用できる

わけなんですが、外出先というふうな場所の想

定をしている事業ではありませんので、そこは

ちょっと想定をしていない中身です。ただ、大

体の方、出かけるときは免許証だったり身分証

明書だったり、各種カードとか、そういったも

のを携行されているのではないかなというふう

に考えます。そういった点で、全く誰だかわか

らないというふうなことはめったにないのでは

ないかなというふうには考えておりますが、こ

の命のバトンそのものはやっぱり外出先を想定

したものではなかったと思います。 

○大道寺 信委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ありがとうございます。 

 このバトン自体は外出時を想定してないとい

うことはわかります。大きいですし、それを持

ってということはもちろん想定してないのは十

分理解できますけども、実際、これから高齢者

も含めて、例えば認知症を患われてる方なども

当然出てこられる回数はふえてくるでありまし

ょうし、特に日中、夜間に限らずです。そうい

ったことを想定しますと、ぜひそれへの対応と

いうことも同時に考えていっていただきたいな

と思うわけですが、市長にお伺いします。 

 大田区においては、この見守りキーホルダー

という事業をやっているそうでありますね。こ

れ包括支援センター各所で実施されておりまし

て、支援センターのほうで、その方の既往歴で

あるとか飲んでいるお薬とか、さまざまなこと

を、情報を一括されてまして、かかりつけ医ら

とも連携もとれるような状況になっているんだ

そうですが、数字を書いたキーホルダーらしい

んですが、それをいろんなところに身につけて

おく。つえにつけたり、体に身につけたり、い

ろんなものに身につけておくことによって、万

が一のときには、その番号を照会することで、

誰なのか、どういう方なのかということができ

て、すぐ対応ができるということをやってらっ

しゃるんだそうですが、長井は当然、大田区と

非常に深い交流をされてますので、そういった

大田区の事例なども参考にされて、ぜひ、あん

まりお金かかんないそうですが、ネットワーク

さえできてれば、キーホルダー自体はお金かか

らないということでありますが、その辺をぜひ

参考にして、高齢者の方々中心にした、その外

出時の突発的な事態に対応するためのサービス

というのを考えてもらいたいと思うんですが、

いかがでしょうか、市長。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 江口委員おっしゃる見守りキーホルダー、大

田区でなさってるということで、命のバトンの

ほうも大田区さんのほうからいろいろ情報をい

ただいて始めた事業ですので、キーホルダーに

ついてもぜひ検討していきたいと思いますが、

ただ、お聞きしますと、平日の日中しか、これ

は機能してないそうなんですね。お名前とか個

人情報なので、キーホルダーには書いてないと。

番号なんですね。そうすると、それをセンター

に問い合わせて、例えば病院、救急とか、それ

で、その方のデータベースを聞くわけですよね。

ですから、そういったデータベースの個人情報

の整備と。それから、平日と日中だけですから、

夜間とかも出かけないとも限らないということ

ですので、あと、休日ですね。その体制をどう

するかというと、やっぱり消防とか民間にお任

せするとか、いろんなことがあるかと思います

んで、それらも含めて検討したいと思います。 

 なお、現在、市のほうでも、健康増進事業で

健康手帳というのをかなり高齢者の方、お持ち

です。これは全部、情報を書いてありますんで。

自宅じゃなくて、出かけるときは、その健康手

帳を持っていただくということを基本にしてる

ようなので、それらもあわせれば完璧なのかな

というふうに思っております。 



 

―２０９― 

○大道寺 信委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ありがとうございます。 

 大田区とは工業、経済とか産業の分野での連

携ということも、今、一生懸命やってらっしゃ

るわけですけども、ぜひこういった市民サービ

スの分野においても、さまざまな情報交換をし

ながら、足りないところも確かにあると思いま

す。こういう場合、どうすんだ、ああいう場合、

どうすんだということもあると思いますが、そ

れは長井で独自にとられる対策があれば、いろ

いろ、先ほどの話でも、医療機関なども連携し

てもらって、長井なんかはできる余地があるん

だろうななんていうこともちょっと考えたりも

しますので、さまざまなアイデアをこれから市

内外からも募りながら、ぜひ政策のほうに生か

していただければということをお願い申し上げ

て、質問を終わります。ありがとうございまし

た。 

 

 

 町田義昭委員の総括質疑 

 

 

○大道寺 信委員長 次に、順位２番、議席番号

10番、町田義昭委員。 

○１０番 町田義昭委員 よろしくお願いします。 

 時間的にそんなにかからないような質問内容

でございますので、ちょっと感じたこと、思っ

たことを最初に申し上げたいなと思います。 

 ６月議会の折かあるいは３月議会の折に、こ

としは楽しみなことがあるんですというような

ことを申し上げた記憶がございます。それは、

昨年度、道照寺平スキー場に梅津議員のいい種

子をいただいたコスモスが、若干ではありまし

たけれども成育したというようなことで、その

種がこぼれて、ことしは大きくにぎやかに成長

するんじゃないかなという期待感を持ってこの

半年ですか、過ごしてきたんでありますけれど

も、13日の土曜日、平野小学校の運動会の後に

ちょっと見に行きましたけれども、残念な結果

というようなことで、非常に厳しいもんだなと

いうふうに思いました。 

 ヒュッテの南のほうの平らなところには大分

成長しておったんですけれども、それでも30本

ぐらいかなと、そんなように思いました。そし

て、一番見てほしい、見てくれというようなと

ころの第１リフトのところに、去年は結構咲い

たんですけども、ことしは一輪もなかったとい

うようなことで、別に除草剤散布のせいにして

いるんではないんですけども、やはり土壌が岩

だらけだというふうなことで、なかなかああい

うものは成育しないのかなと、非常に残念だな

というふうなことで、再度挑戦をするなんてい

う気には今のところなっておらないんですけど

も、これから何かの形であそこをまた少し考え

ていきたいなって、そんなふうに思っていると

ころでございます。 

 きょうの気温は、半袖では本当に寒いような

状態でありまして、私も議員になって、９月の

議会がこんなに適温で過ごされるというような

環境は一度もありませんでした。いいのか悪い

のか私はわかりませんけども、ことし長井市の

議会に合った天候になってくれたのかなと、そ

んなように今、思っております。 

 テーマといたしましては、フラワー長井線の

利用拡大の成果についてというようなことを取

り上げさせていただきました。 

 第三セクターになって、フラワー長井線が今

まで行政並びに市民の方々の協力によってここ

まで経過してきたということに対して敬意を表

するわけでございます。とりわけ私的に考えま

すと、目黒市政までのフラワー長井線の利用拡

大というものは、どちらかというと消極的な利

用拡大政策というものであったのではないかな

と、そういうふうに理解しております。そして、

内谷市政になって積極的な利用拡大の施策に方




